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3月 12日 (火)裾野高校体育館 において、探究活

動の成果を発表し、優れた内容を決める「裾高CU
P2023」 が開催されました。

予選会を通過した

2年生8人と1年生9

チームが、趣向をこら

したプレゼンテーショ

ンを行いました。

2年生は修学旅行

先の歴史分野につ

いて考察を交えて紹介。1年 11は 県内企業と地域

の資源を組み合わせた地域課題の解決策を交え

て紹介しましたc

「グランプリ」に輝いた2年生の山本さんは、爆心

地が裾野高校だつた場合と仮定して被害予想を示

しながら、広島に投下された原子爆弾の恐ろしさを

伝え、1年生の新しい静岡のリーダーズは、困つて

いる人と助けたい人をつなぐ掲示板を作り、働き手

の確保につなげる案を披露しました。

今大会は初めてコンテストとして開催し、地域住

民の方々をお招きし、グランプリの審査には地域団
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集力やプレゼンテー

ション能力を評価して

いただきました。

また生徒を含めたすべての観衆の投票で決まる
「みんなが選ぶ特別賞」には、2年生の九島君と

1年生のアイスピードが

受賞c両者ともクイズを取

り入れたりして観衆を魅

了しました。

とても良かった。

・地域の方を招いて評価してもらう機会はなかなか

ないので、とてく)貴重な体験となったと思う。
。30年前の自分が高校生のときを思い出しながら聞

いていたのですが、1年生も2年生もレベルの高

さに驚きました l探究の進め方、発表の準備に発

表の仕方、どれも素晴らしかつたです。

4・ 5月 の 予 定

4月 8日 (月 )始業式嬌入学式
9日 (火)対面式・生徒会オリエンテーション

10日 (水)～ 1年初期指導
15日 (月 )～ 面接週間

5月 7日 (火)基礎力診断テスト
15日 (水)PTA総会
22日 (水)～ 中間テスト
27日 (月 )～ 五龍祭準備週間
29日 (水)緑化作業 ホームペーン
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～133名の卒業生 新たな一歩～

「第76回令和5年度卒業式」が、3月 1日 (金)本校

体育館で挙行されました。当日は小雨模様でした

が、133名 の卒業生は晴れやかな表情で、3年間

の思い出を胸に“新たな一歩"を踏み出しました。

式典には来賓や保護者ら約200人が列席。田代

直彦校長から各クラス代表に卒業証書が手渡され、
「裾野高校の校訓『 自覚』と行動規範の『挑戦。変

イト地域貢献』の精神を忘れず社会・地域を支える

人材になるを期待します」とはなむけの言葉を贈り

ました。

2年生を対象とした「選挙出前授業」が行われま

した。この授業は、裾野市選挙管理委員会が主催

したもので、今年から有権者となる2年生が選挙市I

度への理解を深め、投票行動につなげることを目

的としたものです。

授業では、3人の

候補者による仮想の

市長選挙で模擬投

票を行いました。「進

学と就職、起業を支

援」「子育て施策の

充実」「老後に安心して暮せる社会」などの訴えを

判断材料に、実際の選挙で使われる記載台や投

票箱で投票を体験しました。

量生徒の感想橿
「もうすぐ18歳 になるので、他人事ではない責任を

感じた」
「選挙の手順が分かり勉強になった。両親は必ず

選挙に行つているので、私も必ず行きます I」

在校生代表の送辞を受け、

卒業生代表の山岡友さん

(原里中出身)が、これまで支

えていただいた全ての方々

への感謝の気持ちをあらわ

し、「裾野高校で学んだこと

を糧として、自ら成長してい

く」と決意を述べました。

式場から教室に戻つた卒業生は、担任から一人

ひとり卒業証書を受け取り、思い思いに写真を撮っ

たり談笑したり、3年間の思い出と友人との別れを

惜しみつつ学び舎を後にしました。

新型コロナウイルスの影響で日常生活が大きく変

化しても、その変化に適切に1贋応してきた卒業生。

社会に出てもその適応力で多くの試練を乗り越え

ていけるでしょう。■轟轟,■■‐● 1._|‐・ ■||■

卒業生一人ひ
|

とりの人生に幸

多からんことをお
|

祈ります。   |
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「2023静岡カツプ」
シヅクリPROJECT「 2023静岡カップ」lstステー

ジが行われました。この大会は、静岡の企業22社と

27校合計3,500名 の中学生。高校生が、「地域探究

プログラム endne」 を用いて、静岡の未来をよくす

るイノベーションプランを作り上げ、各学校での発

表会や審査を経て集結しま

した。本校からは1年生の

チーム名「すそのん」と「新し

い学校のリーダーズ」が参加

し、「すそのん」が見事、企業

賞静岡銀行賞を受賞し、2nd

ステージ進出を決めました。

2ndステージには、22社の企業賞を受賞したそれ

ぞれのチームが参加。
「すそのん」も堂々と

発表しました。惜しくも

上位 2チームに入るこ

とはできませんでした

が、当 日まで良く頑張

りました。 「すそのん」と静岡銀行の方々


